
令和6年度　一般会計　主な事業と決算額

※千円未満を端数処理しています。

　町には４つの特別会計があります。特別会計とは、特定の事業を行う場合に、特定の歳入をもってその特定の歳出に充てる
もので、一般会計の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合に設置されます。
　各会計の令和６年度歳入歳出決算額は、次のとおり全会計において黒字となりました。

　水道事業会計は、公営企業として、町の会計から独立した経理処理を行っており、施設の通常の維持・管理などの事業運
営を行うための「収益的収支」と、水道施設の建設や改良更新工事などを行うための「資本的収支」に分かれています。
　「収益的収支」は、事業収益から事業費用を差し引いた純利益は1,268万6千円となりました。
　「資本的収支」は、収入の不足分1億5,011万2千円は、留保資金等で補てんしました。

体験型・滞在型
観光推進事業

体験型・滞在型観光の実現のため、登山道周辺環境整備やネイチャーガイドの育
成などを行いました。

美郷暮らしサポート事業 定住や移住の促進による地域活性化を図るため、定住支援および移住希望者へ
の情報発信や移住体験の提供等を行いました。

子どもの不審者等
対策事業

認定こども園３園への防犯カメラ設置や千畑なかよし園門扉改修、スクールガー
ドリーダーによる通学路等での見守り活動を行いました。

シニア元気
いきいき支援事業

高齢者を対象に、「温泉施設利用料」「はり・きゅう・マッサージ施術費」「交通費」を
助成する共通券を交付しました。

芸術文化推進事業 学友館特別展や美郷ジャズオーケストラスペシャルコンサートなどの開催を通じ
て、優れた芸術に触れる機会の提供を行いました。

子ども子育て支援拠点
施設整備事業

中央体育館隣接地に建設する、こどもの遊び場や子育て相談を行う拠点施設の
実施設計や駐車場整備工事等を行いました。

林道整備事業 水源かん養保安林の多面的機能の維持増進等を図るため、林道「七滝山線」の整
備工事を行いました。

公共施設照明
ＬＥＤ化事業

【みさと重点テーマ】

１億３７万９千円

５‚２５７万６千円

８‚０６９万６千円

１‚２２７万８千円

１‚７０６万６千円

１‚２２８万４千円

２‚０６７万８千円

１‚３６４万５千円

公民館および総合体育館アリーナの照明設備ＬＥＤ化改修工事、美郷中学校体育
館の照明設備ＬＥＤ化工事に向けた実施設計を行いました。快適さ

向上

町管理河川の冠水被害の防止と流下能力の向上を図るため、河川改修工事およ
び河道整正工事を行いました。

快適な学校環境を維持するため、仙南小学校大規模改修工事、六郷小学校高架
水槽更新工事、千畑小学校網戸設置工事等を行いました。

降雪期間中の町所有除雪機械の安定稼働を図るため、除雪ドーザ（１１ｔ級）１台お
よび除雪トラック（７ｔ級）２台を更新しました。

町道の安全な通行を確保するため、舗装補修、橋りょう補修および道路施設の整
備を行いました。

薬用植物の試験栽培や「薬樹の森健康公園」の管理、生薬の増産に必要な機械・
設備の導入補助、薬樹の森づくり活動植樹等を行いました。

物価高騰に伴う低所得世帯の経済的負担の軽減を図るため、国の施策による給
付金を対象世帯へ支給しました。

豊かさ
実感

安全安心

活力・賑わい
創出

国の経済対策の取り組みとして実施された定額減税に伴い、定額減税しきれな
いと見込まれた方に対し、その差額分の給付金を支給しました。

８３６万４千円

１億８‚０６７万５千円

８‚３５３万１千円

４‚１９２万１千円

２億７‚２９２万８千円

９‚４２９万円

５‚８５９万４千円

２億２‚７２８万７千円

美郷町合併２０周年記念式典の開催や美郷大使対談集の発行、町の「木・花・鳥・
魚」をイメージした絵画制作等を行いました。合併２０周年記念事業

定額減税調整給付事業

エネルギー・食料品等価格高騰支援事業

“生薬の里 美郷”構想推進事業

道路維持管理事業

除排雪機械整備事業

河川維持・治水事業

小学校施設環境整備事業

19億840万6千円

2億3,811万9千円

1億6,820万3千円

2億5,215万9千円

25億6,688万7千円

18億6,235万8千円

2億3,259万4千円

1億6,255万8千円

2億5,155万円

25億906万円

4,604万8千円

552万5千円

564万5千円

60万9千円

5,782万7千円

会　計　名 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額
国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　　計

収益的収支（税抜）

資本的収支（税込）

3億8,035万円

2億3,798万円

3億6,766万4千円

3億8,809万2千円

会　計　名 区　　分 事業収益・収入 事業費用・支出

水道事業会計

令和6年度　特別会計・水道事業会計決算額
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優れた取組がいくつかあり、
成果が上がっているＢ優れた取組が多く、

十分成果が上がっているＡ
8事業（25.8％）23事業（74.2％）

必要性について
（町民のニーズに変化があり、事業を行う必要性があるか）

十分できている
19事業（61.3％）

1

経済・効率性について
（事務効率化、コスト縮減しているか）

※「できていない」はなし

3
おおむねできている
12事業（38.7％）

有効性について
（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか）2

※「あまり寄与していない」はなし

※各調査結果および総合評価においてC・D評価はなし
　「C評価 ： 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い」
　「D評価 ： 成果がほとんど上がっておらず抜本的な見直しが必要」

25事業（80.7％）6事業（19.3％）
※「改善見直し」、「休止・廃止を検討する」はなし

達成できている
18事業（58.1％）

おおむね達成できている
13事業（41.9％）

目標達成度について
（計画どおりに目標を達成できたか）4

問●町教育委員会　教育推進課　教育総務・指導班　☎0187（84）4914

問●町企画財政課　企画財政班　☎0187（84）4901

　令和3年度に策定したまちづくりの基本的な指針となる
「第3次美郷町総合計画」は今年度が前期期間の最終年度と
なっています。これまでに進めてきた諸施策に対する町民満
足度およびこれからの必要性を把握するとともに、後期期間
における「行動計画」策定の基礎資料とする
ため、「美郷のまちづくり町民アンケート調
査」を実施しました。調査結果詳細は町ホー
ムページへ「調査結果報告書」を掲載してい
ますので、そちらをご覧ください。
■美郷町総合計画とは
　総合計画は町のめざす姿と町政経営の方向性について
基本的な指針を示したものです。「基本構想」と「行動計画」
の２編で構成されています。

　町教育委員会では「地方教育行政の組織
及び運営に関する法律」に基づき、事務事業
の執行状況について点検・評価を行っていま
す。結果詳細は町ホームページへ「令和6年度
事務事業点検評価報告書」を掲載しています。

※「あまり必要でない」はなし

十分必要である
27事業（87.1％）

おおむね必要である
4事業（12.9％）

十分寄与する
27事業（87.1％）

おおむね寄与する
4事業（12.9％）

総合評価

事業の方向性

評価結果の概要

本町のまちづくりの長期的な指針。まちづくりの将来像と
これを達成するための基本理念、施策の大綱を示すもの。

前期：4年（令和4年度～令和7年度）
後期：4年（令和8年度～令和11年度）

基本構想に基づくまちづくりの計画。
まちづくりの方針と施策を実現するために取り組む重点
事業を示すもの。

期間：8年（令和4年度～令和11年度）
基本
構想

行動
計画

48.3 44.2 4.5
0.9

■ 住みやすい　■ どちらかといえば住みやすい
■ どちらかといえば住みにくい　■ 住みにくい　■ 不明

　「住みやすい」と答えた方が48.3%、「どちらかといえば住みやすい」と
答えた方が44.2%で、「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と答
えた方が92.5%と前回より0.3ポイント増加しています。

◎美郷町の住み心地は？

前回調査
（R3）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

44.3 47.9 5.4
1.3 1.1

2.1今回調査
（R7）

　（単位：％）

　「今の場所に住み続けたい」と答えた方が85.4%と最も多く、前回より
4.6ポイント増加しています。また、「県内の別の場所に移りたい」と答え
た方が1.2%で最も少なくなっています。

◎美郷町への定住意向は？

80.8 8.0 0.92.4
3.9

　（単位：％）

85.4 4.6
2.5

2.1
1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

前回調査
（R3）

今回調査
（R7）

■ 今の場所に住み続けたい
■ 近くの市に移りたい
■ 県外に移りたい

■ 町内の別の場所に移りたい
■ 県内の別の場所に移りたい
■ 不明　

4.1

4.1

※「達成できていない」はなし

継続実施するさらに重点化する
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教育委員会の事務事業の点検・評価を行いました

美郷のまちづくり町民アンケートの
調査結果をお知らせします

「“美郷らしさ”を誇り、語りたくなるまち」をめざして


